
学年 1

単位数 2

教科名 芸術 科目名 工芸Ⅰ

使
用
教
科
書

『高校生の美術1』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

　基本的な知識・技術を身に付け、感性を磨き、

素材を研究し、工芸の基礎力の充実を図る。

（アクティブラーニング）

自己評価シートなどを基に作品を分析し、発表

する。

授
業
の
内
容

1学期

　土（粘土）、木、布、紙、石等あらゆる素材を研

究し、基本的な工芸の力を身に付ける。道具の

扱い方の基礎を知る。

2学期

　土（粘土）、木、布、紙、石等あらゆる素材を研

究し、基本的な工芸の力を身に付ける。

3学期

　土（粘土）、木、布、紙、石等あらゆる素材を研

究し、基本的な工芸の力を身に付ける。

自己の表現を模索すると同時に、自分自身や

他者の作品鑑賞力も深める。

評
価
の
観
点

基本的な知識、技術に加え

イメージ展開ができる応用力。

評
価
の
方
法

実習への熱意、集中力等の学習態度や

出席状況、作品の完成度から総合的に

判断する。

学
習
方
法

素材研究等の励行

及び、作品鑑賞の機会を増やす。

放課後等、自主学習も心掛ける。

備
考

実習費・年間1500円程度

（コース積立金より支出）

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 1

単位数 2

教科名 美術専門教科 科目名 絵画

使
用
教
科
書

『高校生の美術1』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

　基本的な観察力、描写力を身に付け、感性を

磨き、イメージの展開を充実させる。

（アクティブラーニング）

合評を行い、自己分析をする。

授
業
の
内
容

1学期

　木炭デッサン、クロッキー等で描写力の基礎を

身に付ける。

絵日記から発想をひろげイメージ表現につなげ

る。

2学期

　1学期に培った絵日記からの平面展開の基礎

力をさらにひろげていく。

　コラージュ作品制作を通じて画面構成、イメー

ジ表現の幅をひろげていく。

3学期

　1・2学期で習得した描写力、表現力を生かし、

油彩基礎（静物）を通して

自己の表現を模索すると同時に、自分自身や

他者の作品鑑賞力も深める。

評
価
の
観
点

基本的な観察力、描写力に加え

イメージ展開ができる応用力。

評
価
の
方
法

実習への熱意、集中力等の学習態度や

出席状況、作品の完成度から総合的に

判断する。

学
習
方
法

イメージ絵日記等の励行

及び、作品鑑賞の機会を増やす。

放課後等、自主学習も心掛ける。

備
考

実習費・年間1500円程度

（コース積立金より支出）

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 1

単位数 2

教科名 美術専門教科 科目名 構成

使
用
教
科
書

『高校生の美術1』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

　色彩・構図・構成の基礎、描画素材の扱い方

を身につけ、表現基礎を学ぶ。自他の作品を鑑

賞し、冷静に自己評価ができるよう努力する。

（アクティブラーニング）

合評を行い、自己分析をする。

授
業
の
内
容

1学期

　色彩論の基礎知識と描画素材研究を行い表

現基礎力を身につける。

2学期

　構図・構成の基礎知識と描画素材研究を行い

表現基礎力を身につける。

3学期

　1・2学期で習得した色彩・構図・構成、描画素

材研究を基に表現力を身につける。

評
価
の
観
点

基本的な観察力、描写力の上に応用力

を身に付ける。あらゆる方法を使って対

象を捉える。自他の作品に対しての意見

を積極的に述べることができているか。

評
価
の
方
法

実習への熱意、集中力等の学習態度や

出席状況、作品の完成度から総合的に

判断する。

学
習
方
法

作品鑑賞の機会を増やす。

放課後等、自主学習も心掛ける。

備
考

授業参観年2回予定

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 1

単位数 2

教科名 美術専門教科 科目名 素描

使
用
教
科
書

『高校生の美術1』（日文） 使
用
副
教
材

科
目
の
概
要

　基本的な観察力、描写力を身に付け、多面的

に対象を捉える。

（アクティブラーニング）

合評を行い、自己分析をする。

授
業
の
内
容

1学期

　木炭デッサン、クロッキー、鉛筆デッサン等で

描写力の基礎を身に付ける。

2学期

　1学期に培った基礎描写力を基に、自分自身

と他者の作品との比較を通して作品の自己分

析を行う。

3学期

　1・2学期で習得した描写力、表現力を生かし、

形・構成・明暗・量感・質感についての応用力を

身に付ける。

評
価
の
観
点

基本的な観察力、描写力を身に付けると

共に、あらゆる方法を使って対象を捉え

る。

評
価
の
方
法

実習への熱意、集中力等の学習態度や

出席状況、作品の完成度から総合的に

判断する。

学
習
方
法

クロッキーの励行

及び、作品鑑賞の機会を増やす。

放課後等、自主学習も心掛ける。

備
考

授業参観年2回予定

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

  　 アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021


